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本研究の目的

常染色体優性多発性嚢胞腎（Autosomal Dominant

Polycystic Kidney Disease: ADPKD）は最も多い遺伝性

腎疾患であり、本邦では 3,000-7,000 人に一人の罹患率と

推定されています。ADPKD は大小さまざまな腎嚢胞が多

発し、その増大に伴い腎容積が増加し腎機能が低下する疾

患です。腎臓以外に肝臓、膵臓に嚢胞が多発するだけでな

く、高血圧や脳動脈瘤など全身に様々な合併症がありま

す。ADPKD に伴う脳動脈瘤は、一般より約 2-7 倍発症頻

度が高く、脳動脈瘤破裂による脳出血は患者さんの生命予

後に大きく影響する重篤な合併症です。

日本では、多くの施設で ADPKD 患者さんに対して脳血

管を立体画像化する MRA（磁気共鳴血管撮影法）検査を

用いた脳動脈瘤スクリーニングが行われていると予想さ

れますが、海外では費用の点から否定的な報告が少なくあ

りません。残念ながら、未だ本邦の ADPKD 患者さんに対

する脳動脈瘤の実態は調査されておらず、今後 MRA 検査

によるスクリーニングを勧めていくべきかどうか判断材

料に乏しく不明な点が多々あります。

日本腎臓学会および日本小児腎臓病学会の専門医の存

在する施設に ADPKD 患者さんの脳動脈瘤に関する 1 次

アンケートを行いました。本研究は、1 次アンケートに対

する回答が得られた 217 施設のうち、各施設の倫理委員会

の承認が得られた施設にさらに詳細な 2 次アンケート(以

下(1)～(5))を送付します。（1）脳動脈瘤の発症率、（2）脳

動脈瘤の破裂・治療率、（3）脳動脈瘤スクリーニング施行

率、（4）スクリーニングによる新規脳動脈瘤発見率、（5）

脳動脈瘤の発症部位、形態、個数などの解析を行います。

調査データ

該当期間

2015 年 4 月～2021 年 6 月

研究の方法

（使用する資料等）

2015 年 4 月から 2021 年 6 月の間に当院へ通院、或い

は入院した常染色体優性多発性嚢胞腎（ADPKD）の患者

さんが対象です。

利用させていただくカルテ情報は下記です。

①脳動脈瘤の有病率

②脳動脈瘤破裂の有無

③脳動脈瘤 MRA スクリーニング検査の頻度及び結果



④脳動脈瘤に対する治療の有無

⑤脳動脈瘤に対する治療内容

研究実施期間は実施許可日～2023 年 3 月 31 日です。

試料・情報の

他の医療機関への提供

研究に利用する患者さんの情報に関して、お名前、住所

など、患者さん個人を特定できる情報は削除して管理いた

します。

研究実施に係るアンケート回答用紙は、研究用 ID を使

用し、研究対象者の個人が特定されることがないよう配慮

し，郵送にて北海道大学病院 リウマチ・腎臓内科が収集

致します。収集したアンケート回答用紙は、北海道大学病

院 リウマチ・腎臓内科の鍵のかかるロッカーに保管し、

厳重に管理します。

個人情報の取り扱い

アンケート回答用紙から抽出した情報は，研究対象者の

個人を特定できる情報とは関係のない研究用 ID を付して

管理し、研究対象者の秘密保護に十分配慮します。また、

暗証番号付き USB メモリなどのメディアにいれて、北海

道大学病院 リウマチ・腎臓内科のカギのかかるロッカー

に保管し、厳重に管理します。

研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も

患者さんを特定できる情報は削除して利用いたします。

本研究に係る資金

（利益相反）

本研究は、公的な資金（厚生労働省科学研究費補助金難

治性疾患等政策研究事業「難治性腎疾患に関する臨床研

究」）で賄われ、特定の企業からの資金は一切用いません。

本研究で用いる製品等は存在せず、関連企業との間に金銭

的利害関係、雇用関係は一切存在しません。従って、研究

者が企業等とは独立して計画し実施するものであり、研究

結果および解析等に影響を及ぼすことはありません。

お問合せ先 この研究について、研究計画や関係する資料、ご自身に

関する情報をお知りになりたい場合は、他の患者さんの個

人情報や研究全体に支障となる事項以外はお知らせする

ことができます。下記の連絡先までお問い合わせくださ

い。

また、上記の研究に情報を利用することをご了解頂けな

い場合は下記にご連絡下さい。

済生会松阪総合病院 内科・腎臓センター 石川英二



電話：0598-51-2626


